
DUBAI 24HR RACE 2019 

DUBAI 24HR RACEは、2006年に初開催され、毎年 1月にアラブ首長国連邦のドバイ・

オートドロームで開催される 24 時間耐久レースです。FIA 公認の世界選手権となり、ヨ

ーロッパを中心に２４時間レース６回、１２時間レースを３回こなす、過酷なシリーズの

初戦です。アラブ諸国のマーケットを背景に、GT3レースの本場であるヨーロッパからの

注目度も高く、メーカーのサポートを受けたワークスプロドライバーや、ヨーロッパを中

心に活躍するジェントルマンレーサーが、多く参戦するレースです。RUSH CUP を主催

する TEAM 930RUSHは、2010年に初参戦し、今回で 4回目のチャレンジとなります。 

参戦車両は、最新型のアウディ、ベンツ、ポルシェ、ランボルギーニ、フェラーリ等の GT3

車両や、最新カップカーといったスポーツカーに加え、今年、参加車両が増えた GT4車両、

TCR（Touring Car Racer）車両等、多種多様なツーリングカーが参戦しています。5.8km

のコースに、速さが違う約 80台車両がひしめくため、抜く側、抜かれる側のドライバース

キルも要求されるレースです。 

 

我々は、MRS Motorsport980号車の 991CUPⅡ（4000cc）を駆り参戦。フリー走行で２

分１秒台を記録し、クラストップタイムを計測していました。しかし RUSHドライバーの

松島が、フリー走行中に、右リアを壁にヒットしてしまい、走行不能となってします。チ

ームは、即座にエンジンを下ろし、ボディのフレーム修正に向いました。 

 

翌日の予選中にボディが戻り、驚くべき速さでエンジンを搭載、予選残り７分で、エース

ドライバーのクリストファーがコースイン、ウォームアップとチェックをこなし、予選終

了間際に、１ラップの予選へ挑み、クラス 5位を獲得しました。 



 

２４時間レースは、金曜日の午後３時がスタートです。980号車は、順調に周回をこなし、

順位を上げていきましたが、序盤にタイヤバーストに襲われてしまいます。何とかピット

へ戻り、即座にタイヤ交換とドライバー交代をこなし、コースインしてきますが、大きく

順位を落としてしまいました。間も無くするとあたりが暗くなり、長い夜間走行が始まり

ます。この頃には、数々のマシンにトラブルが発生し、ピットインしていきます。レース

を諦めるチームはなく、懸命のピット作業が行なわれていました。夜明けが近づく頃には、

気が緩むのか、激突、炎上が発生し、コード 60（全車 60Km で走行しなければならない

独特ルール）が頻発します。チームは、クラス 3 位を走行していて、2 位とは５ラップあ

り、4 位とも３ラップという位置を走行。トラブルが順位を左右する緊迫した状況でのレ

ースが続きます。ポルシェ 991CUPⅡは、リアのハブにトラブルが発生する様で、ライバ

ルチームは、レース後半続々とハブ交換に追われていました。同時期に発生するトラブル

は、ポルシェの精度の高さを伺いますが、我々のマシンは、練習、予選をキャンセルし、

走行距離が短い上に、レース直前にハブ交換となったため、トラブルは発生していません。 

 

クラストップの DuelRacing は、991CUPⅠ（3800cc）での参戦ですが、燃料を 120L 搭

載できることで、ピット回数が極端に少なく 上位をキープしていました。２位を走行する

991CUPⅡを駈る、Modena Motorsports は、ラップタイムに勝り、トップに肉薄してい

ましたが、２０時間を経過した頃、突然クラッシュし、フロント部分を大破してリタイヤ

となってしまいます。これで MRS980 号車は 2 位へ浮上、ABS の不具合が発生していま

したが、564 laps を走破し、総合 18位、クラス 2位でゴールする事ができました。 



 

MRSの懸命なピット作業に何度も助けられ、クリストファー、ゴーシェ、ハルムート、ス

リラーに、チームの一因として受け入れて頂き、良いチームに巡り合った事で、幸運にも、

念願の 2位表彰台をゲットすることができました。 
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